
質問項目

Ｑ 各公民館に学生が利用する学習コーナーがあるが、それも有料化する方向なのか

Ａ
共有スペースは使用料徴収の対象外のため、学習コーナーについては引き続き無料
で利用できる

Ｑ
財政的には豊かであるはずなのに、なぜ証明書等の交付手数料の値上げが行われる
のか

Ａ
行政サービスを利用する人としない人との負担の公平性を確保するという観点と、
全体的な経費が増大している中で、市民サービスの水準の低下を防ぎ、将来にわ
たって安定的なサービスを提供する観点から、見直しを行う

Ｑ
成田空港の更なる機能強化や『新しい成田空港』構想による効果を空港のみならず
周辺地域に最大限波及させるとのことだが、それは主に産業機能や物流等に対して
行うイメージがある。周辺の地域住民に関係するものなのか

Ａ
事業の推進に当たっては、NRTエリアデザインセンターにおいて行っており、その中
で地域や住民にとってどういったものがよいのかを検討していく

Ｑ
遠山地区は空港に隣接しているが、空港へ飲食や買い物に行きづらい。そういった
中で近隣住民でも気軽に空港を利用できるようにするための交通網の構築等がエア
ポートシティ構想の中にあるのか

Ａ

地域にとっての空港ということもあるため、三里塚から直接空港に入れるようにす
ることを検討していると聞いている。エアポートシティ構想は基本構想であり、現在
はいろいろなアイディアを出し合っている段階のため、具体的にはこれから議論され
る予定である

Ｑ
生活が苦しく、生活保護受給者が増えている中で、物価高対策が非常に重要である。
政府ではおこめ券を配布するという話になっているが、成田市としてはどのように
取り組んでいくのか

Ａ
成田市では、令和７年度一般会計補正予算の中で、給食費の予算を拡充して物価高
対策に取り組んでいる。現在、国においては小中学生の給食費の無料化が検討され
ている

Ｑ
水道料金の値上げはいつから検討が始まったのか。また、値上げのプロセスについ
て委員がしっかりと検証・確認をしたのか

Ａ
水道料金の値上げは５年以上前から議論している。議員として執行部から提出され
るもの以上の情報をそろえることは難しいため、提出された資料を基に疑問点を事
前に執行部に確認するなどしてから委員会に臨んでいる
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